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Rainger FX Dr. Freakenstein Chop Fuzz  

Dr. Freakenstein Fuzz をご購⼊いただきありがとうございます︕Rainger FX の実験ラボで⽣まれた、最

もエクストリームなエフェクトペダルです。怪奇なモジュレーションとハードなトレモロエフェクトが融

合したファズペダルをどうぞお楽しみ下さい。 

CONTROLS 

Knifeswitch: ペダル中央のナイフスイッチはペダルのマスター電源です。9V アダプターを繋いで、、ナ

イフスイッチを下に切り替えるとペダルの電源が⼊ります。 

ON/OFF: Dr. Freakenstein のオンオフを切り替えるフットスイッチです。（ハードワイヤード・トゥル

ーバイパス） 

OVERTONE: ドライブサウンドのハーモニーを調整します。内部のノイズゲートのおかげで、極端な設

定でもプレイの隙間は完全に無⾳になります。 

VOLUME: ペダルの出⼒ボリュームを調整します。 

MOD. ON/OFF: OVETONE へ適⽤する LFO モジュレーションのオンオフを切り替えます。このとき

OVERTONE はモジュレーション幅を設定するコントロールになります。 

LFO RATE: モジュレーション速度を設定します。モジュレーションしているときのみ有効なコントロー

ルです。速度は eye メーターの LED で表されます。 

CHOP RATE: チョップトレモロの速度を設定します。速度はeyeメーターのストロボLEDで表されます。 

CHOP: ペダル上部のスイッチでチョップトレモロを有効にします。MOD ON/OFF スイッチが on になっ

ている必要があります。 

HI/LO: ペダル上部のスイッチで ovetone の intesity を切り替えます。 

 



Igor︓ 
感圧式パッドを搭載したユニークなコントローラーです。ペダル上部のジャックへ接続すると、リアルタ

イム OVETONE またはトレモロのオンオフをコントロールできます。 

Igor はどちらの⾯を表にするかで、2 つの感度を設定できます。Igor のロゴがある硬い⾯を上にすると、

操作に強い⼊⼒が必要になります。床に置いて⾜で操作するのに最適です。⿊いパッド⾯を上にすると感

度が⾼くなり⼿での操作が可能になります。 

 

 

NOTE 
・ファズのゲインは固定です。下げる必要なんかないでしょ︖ 

・ペダルのボリュームノブはドライブ回路の後に配置されるパッシブのコントロールのため、ファズドラ

イブ量を下げる⽬的には使⽤できません。 

・LFO は OVERTONE をモジュレーションさせるコントロールなので、原⾳にのみ適⽤はできません。 

・チョップトレモロはディストーション回路を加⼯して作り出されているので、ファズ無しで使⽤するこ

とはできあせん。 

・LFO 無しでチョップトレモロを使⽤はできません。チョップトレモロを使うには LFO がオンになってい

る必要があります。 

・ノイズゲートの調整、オンオフはできません。常に有効になっています。 

・ナイフスイッチは安全な設計になっているので感電の⼼配はありません。ペダルをアダプターに繋いで

も、ナイフスイッチを下にしない限りペダルはオンになりません。 



・eye メーターは⼊⼒に合わせて反応しますが、VU メーターではありません。 

・Dr. Freakenstein はギターのボリュームがフルな状態で最適な動作になります。ノイズゲートが搭載さ

れているため、ボリュームが下がっているとゲートが早く作動しサスティンが失われてしまいます。 

・通常のエクスプレッションペダルの使⽤は想定されていませんが、恐らく可能です。その場合はミニジ

ャックへの変換が必要です。 

・Igor コントローラーを他のペダルでエクスプレッションペダルのように使⽤することも可能です。その

際はジャックの変換が必要です。 

・スタンダードな 9V センターマイナスの電源アダプターで動作します。電池は使⽤できません。 

・トゥルーバイパス 

 

 


